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図 1 

白抜きの丸：2013年 4月 13日の淡路島付近の地震

（M6.3）。黒丸：4 月 13 日から 5 月 24 日までに発

生した余震（京大による読み取り）。本震のメカニ

ズム解は下半球投影。赤丸：1976 年 1 月～2012 年

12 月の M1.5 以上の地震（京大による再決定）。星

印：1995年兵庫県南部地震（1995年 1月 17日 M7.3）

の震央。三角：観測点（青は臨時点）。緑線：活断

層。 

 今回の地震は、1995 年兵庫県南部地震の余震域

の南東端付近で発生した。メカニズム解は、ほぼ東

西方向に P軸をもつ逆断層型。 

 

 

 

 

 

図 2 

(a)西下がりの節面の走向 N1°E - S1°

Wが Y軸になるように回転した震央分布

図。(b)X軸方向の断面図。Y軸方向には 

-6 ≦ Y ≦ 6 kmの範囲の地震をプロッ

ト。余震は西下がりの節面近傍に分布。

(c)Y 軸方向の断面図。X 軸方向には-4 

≦ X ≦ 4 km の範囲の地震をプロット。

白抜きの丸：本震。黒丸：4月 13日～5

月 24日の余震。赤丸：1976年 1月～2012

年 12月の M0.5以上の地震。三角：観測

点（青は臨時点）。緑線：活断層。 
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図 5 

2013 年 4 月 1 日～5 月 24 日の（a）地震

数積算曲線と（b）M-T 図。図 2 の本震近

傍の四角で囲まれた領域内に発生した地

震について作成。 

図 6 

1976 年 1 月～2012 年 12 月の（a）地震

数積算曲線と（b）M-T 図。図 2 の本震近

傍の四角で囲まれた領域内に発生した地

震について作成。 
 1995 年の M5 の地震を含む活動は、兵

庫県南部地震の余震活動と考えられる。

1997 年 10 月には気象庁と大学の観測網

の一元化が、2000 年 10 月には Hi-net と
の一元化が行われ、検知能力が向上した。

2000 年前後に見られる M4 を含む地震活

動はこのような人為的な変化とは時期が

異なる。 

図 7 

マグニチュード頻度分布。（a）本震と余

震を含む 2013 年 4 月 1 日～5 月 24 日の

期間。b 値は 0.75。（b）1976 年 1 月～2012
年 12 月の期間。b 値は 0.72。どちらも図

2 の本震近傍の四角で囲まれた領域内に

発生した地震について作成。 


